
平成29年（2017年）

No.1162

1 1
毎月2回（1日・15日）発行

編集・発行　秦野市　市長公室広報課　〒257-8501  秦野市桜町一丁目3番2号　 代表 ☎0463（82）5111 0463（82）9792　http：//www.city.hadano.kanagawa.jp

　今年は1748人の市民が、夢と希望を胸に抱き、新成人となる。
　大人への第一歩を踏み出す彼らのメッセージは「感謝」。
　その思いを受け止めて、私たちも共に笑顔あふれる未来へ歩ん
でいこう。

４・５面で「新成人特集」

秦
野
市
長

古
谷
義
幸

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ま
に

は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
は
酉
年
。「
わ
が
ま
ち

秦
野
」が
よ
り
高
く
羽
ば
た
け
る
よ
う
、
気
持
ち
も
新

た
に
、
市
政
運
営
に
臨
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
、「
お
い
し
い
秦
野
の
水
～
丹
沢
の
雫
～
」が

名
水
百
選
選
抜
総
選
挙
に
て「
お
い
し
さ
が
素
晴
ら
し

い
名
水
部
門
」で
日
本
一
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
新

た
に
祝
日
と
な
っ
た「
山
の
日
」で
は
、
市
民
総
ぐ
る
み

で
山
に
ち
な
ん
だ
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
市
の
魅
力
で
あ
る
丹
沢
山
麓
の
豊

か
な
環
境
を
全
国
に
発
信
で
き
た
年
で
し
た
。
春
に
は
、

映
画「
じ
ん
じ
ん
秦
野
編（
仮
題
）」が
公
開
さ
れ
る
予
定

で
す
。
こ
の
機
を
逃
さ
ず
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
、

さ
ら
に
全
国
に「
秦
野
」を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
一
方
、
九
州
地
方
で
は
熊
本
県
を
中
心
に
大
き
な
地

震
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
か
ら
も
救
援
物
資
や
応
援
職

員
を
送
り
ま
し
た
が
、
改
め
て
日
頃
の
備
え
と
地
域
の

絆
、
市
民
力
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
本
市
も
、

防
災
力
の
強
化
に
力
を
注
ぎ
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ

ま
も
自
助
、
共
助
の
強
化
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
て
、
早
い
も
の
で
、
市
政
の
か
じ
取
り
を
お
預
か

り
し
、
11
年
が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

ま
ち
の
魅
力
向
上
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
中
で
も
重
要
な
事
業
の
一
つ
で

あ
る
新
東
名
高
速
道
路
の
工
事
は
着
々
と
進
み
、
羽
根

ト
ン
ネ
ル
は
貫
通
間
近
で
す
。
新
東
名
や
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
完
成
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
向
上
や

産
業
活
性
化
の
期
待
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
防
災
力
の

強
化
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

「
秦
野
」が
さ
ら
に
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
と
な
る
よ
う

引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

　「
と
り
」は「
と
り
こ
む
」に
通
じ
る
た
め
、
商
売
な
ど

で
は
縁
起
の
良
い
干
支
だ
そ
う
で
す
。
皆
さ
ま
に
と
っ

て
も
、
幸
福
を「
と
り
こ
む
」年
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

広報はだのを
スマートフォンへ
配信します。

１月１5日号は休刊します

年
頭
の
あ
い
さ
つ

主 な 内 容
◇弘法の里湯「新春キャンペーン」	（2面）
◇「はだのっ子アワード」の入賞者	（3面）
◇新成人特集	 （4・5面）
◇市議会第4回定例会終わる	（7面）
◇消防出初式	 （8面）
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問い合わせ　弘法の里湯☎(69)2641

問い合わせ　スポーツ協会☎（84）3376

スポーツ教室
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦

と　き 内　　容
1月1日㈰ オリジナルタオルをプレゼント（先着200人）
1日～3日㈫ 紅白まんじゅう配布（各日先着100人）

7日～22日の土・日曜日、
祝日　午後2時～3時 落語、大道芸、コンサート、和太鼓、民舞など

24日㈫ 地産地消弁当の販売

※1～3日は来館ポイント2倍。9日㈪は次回使える200円割引券をプレゼント。

問い合わせ　観光案内所☎(80)2303

観光ボランティアと歩こう
矢倉沢関所跡から景観と風情を楽しむ
とき　1月24日㈫午前8時半新松田駅改
札前集合〜足柄神社〜午後4時開成駅　
定員　40人　費用　500円
寄の蠟

ろう

梅
ばい

観賞と大森氏ゆかりの八沢の寺
社をめぐる
とき　1月29日㈰午前8時50分新松田駅改札前集合〜宇津茂蠟梅園〜午
後3時半渋沢駅　定員　40人　※健脚向け　費用　700円
復活した大山古道坂本道を歩く
とき　2月4日㈯午前8時50分伊勢原駅北口集合〜坂本道（いより峠な
ど）〜午後3時秦野駅　定員　50人　※やや健脚向け　費用　500円
菩提の山神5所めぐり（不動の滝をたずねて）
とき　2月9日㈭午前8時50分秦野駅改札前集合〜不動の滝〜午後3時菩
提バス停　定員　40人　※健脚向け　費用　500円
※いずれも申し込み先着順。

足
柄
神
社

問い合わせ　高齢介護課☎(82)7394

シニアライフを楽しもう
頭と体の若返り体操
とき　1月26日㈭　午前10時〜11時　ところ　曲
松児童センター　定員　20人
行政書士相談会　
とき　1月26日㈭　午後1時〜3時　ところ　サブセ
ンターむつみ（平沢370-3）　定員　2人
腰と膝の痛み改善　
とき　1月27日㈮　午後1時半〜3時　ところ　ほっとワークつるまき
（鶴巻南2-6-5）　定員　20人
リハビリのプロに習う健康づくり
とき　2月3日㈮　午前10時〜11時半　ところ　末広ふれあいセンター　
内容　筋力トレーニングや体操など　定員　40人
よく食べよく出す講座
とき　2月7日㈫、21日㈫の全2回　午後1時半〜3時半　ところ　サン
ライフ鶴巻　内容　尿モレ予防に効果のある体操など　定員　20人　
費用　100円　
健康チェック・健康体操
とき　2月9日㈭　午前10時〜11時　ところ　ときの家（戸川472-16）　
やってみよう　コグニサイズ
とき　2月15日㈬　午前10時〜11時半　ところ　広畑ふれあいプラザ　
内容　脳と体を動かす認知症予防　定員　20人
※いずれも65歳以上。定員のあるものは申し込み先着順。

新春キャンペーン
鶴巻温泉 弘法の里湯

　鶴巻温泉駅から徒歩2分と気軽に足を運べる日帰り入浴施設「弘法の里湯」。
1月は魅力あるイベントが満載の新春キャンペーンを開催します。正月は温泉
で心と体を癒やしませんか。

 効能豊かな温泉でほっと一息 
　カルシウムが豊富な鶴巻温泉は、アルカリ性で肌に優しく、神経痛、消化
器病、婦人病などに効果があるといわれています。ヒノキや天然石を使った
大浴場や露天風呂で丹沢のいで湯を堪能した後は、120畳の大広間でくつろい
だり、そば処やおみやげ処などで、ゆっくりお楽しみください。
利 用料金　◇平日　1日1000円（市内在住・在勤の方は800円）、2時間800円
（市内在住・在勤の方は600円）　◇土・日曜日、祝日　2時間1000円
　※小・中学生は半額、未就学児は無料
営業時間　午前10時～午後9時（1月1日㈰～3日㈫は午後5時まで）　
　※受け付けは閉館の30分前まで
休 館 日　月曜日（祝日のときは翌平日）　※1月4日㈬は休館します

 平日の高齢者割り引きサービスを実施中 　65歳以上の方は、平日200円割り引きます。

落
語
で
初
笑
い

盛
り
上
が
る
大
道
芸

申し込み　①〜⑥は開始1時間前から総合体育館へ。⑦は1月4日㈬〜
11日㈬、⑧、⑩は1月11日〜17日㈫、⑨は1月11日〜

 山岳スポーツセンター  
スポーツクライミング教室
◇子供コース　とき　2月19日〜3月12日の日
曜日　全4回　午前10時〜正午　対象　小学3
〜6年生20人　費用　4000円　◇中高生コー
ス　と き　2月19日㈰、25日㈯、3月5日㈰、
11日㈯の全4回　午後1時〜3時　対 象　中
学・高校生20人　費用　4000円　申し込み　いずれも1月17日㈫〜
23日㈪。申し込み多数のときは抽選

 総合体育館  
①タイ式ヨガ　とき　1月4日〜25日の水曜日　午前9時15分〜10時
35分　定員　各回70人（申し込み先着順）　費用　各回400円
②エアロビクス初中級　とき　1月4日㈬　13日㈮　18日㈬　27日㈮　
午後7時半〜8時50分　6日〜27日の金曜日（20日を除く）　午前9時半
〜10時50分　定員　各回70人（申し込み先着順）　費用　各回400円
③健康体操教室　とき　1月5日〜26日の木曜日　午後1時半〜2時50
分　定員　各回70人（申し込み先着順）　費用　各回400円
④はじめてエアロビクス　とき　1月7日㈯　28日㈯　午前9時半〜10
時50分　23日㈪　30日㈪　午前9時半〜10時50分　定員　各回70人
（申し込み先着順）　費用　各回400円
⑤ボクシングエアロ　とき　1月17日〜31日の火曜日　午後1時半〜2
時50分　定員　各回70人（申し込み先着順）　費用　各回400円
⑥リフレッシュヨガ　とき　1月23日㈪　30日㈪　午後7時半〜8時50
分　定員　各回70人（申し込み先着順）　費用　各回400円
⑦卓球教室　とき　1月23日〜3月13日の月曜日（2月20日を除く）、2
月21日㈫　全8回　午後1時〜3時　定員　40人（申し込み多数のときは
抽選）　費用　3500円
⑧子供体操教室　とき　2月4日〜3月25日の土曜日　全8回　午後3時
〜5時　内容　マット運動、鉄棒など　対象　4月に小学校へ入学する5・
6歳児〜小学2年生30人（申し込み多数のときは抽選）　費用　4500円
⑨子供フラ＆タヒチアンダンス体験教室　とき　2月6日〜3月13日の
月曜日（2月20日を除く）　全5回　午後5時半〜6時45分　対象　5歳児
〜中学生30人（申し込み先着順）　費用　2000円
⑩親子ビクス教室　◇3歳コース　とき　2月11日〜3月25日の土曜日
（3月4日を除く）　全6回　午前10時〜11時　定 員　15組　費 用　
2500円　◇4・5歳コース　とき　2月15日〜3月22日の水曜日　全6
回　午後3時半〜4時半　定員　15組　費用　2500円　※いずれも申
し込み多数のときは抽選



3 平成29年（2017年）1月 1日 広報

◆ 児童・生徒教育支援教室 教室指導員 ◆
勤務内容　心理的・情緒的要因などにより登校
できない児童・生徒への支援　人数　若干名　
対象　次のいずれかに該当する方　◇教員資格
を持っている　◇大学・大学院などで心理・教
育学の課程を修了　勤務日など　週5日（週29時
間 ）　任用期間　4月1日 ～ 平 成30年3月31日　
報酬　月額17万8400円　申し込み　履歴書に

「不登校児童・生徒への関わり方について」を
テーマとした小論文（400字程度）を添えて、2月
3日㈮までに市役所教育庁舎2階教育研究所へ本
人が持参　※2月10日㈮に面接あり

◆ 特定職員歯科衛生士 ◆
勤務内容　小学校および幼稚園
で実施する歯科巡回指導　人数　
1人　対象　歯科衛生士および
普通自動車免許を持っている方　
勤務日など　年間132日（春・夏・冬期休暇あ
り）　午前9時～午後3時45分　任用期間　4月1
日～平成30年3月31日　報酬　月額10万4500
円（8月を除く）　申し込み　履歴書と各免許証の
写しを添えて2月10日㈮までに市役所教育庁舎2
階学校教育課へ本人が持参　※後日面接あり　

支援会員を募集中
　市内在住で育児や保育に理解と熱意のあ
る方なら、誰でも登録できます。登録後の
会員間の調整や個別の相談には、専任のア
ドバイザーが対応します。　※登録には研
修会への参加が必要です
登�録説明会　とき・ところ　◇1月26日㈭　

本町公民館　◇27日㈮　鶴巻公民館　 い
ずれも午前10時～正午
研�修会　とき　2月2日㈭、6日㈪、7日㈫の

全3回　午前9時半～午後0時半　ところ
保健福祉センター　内容　保育者の心得、
子供との遊び方など　定員　60人（申し
込み先着順）　※保育あり（予約制）

　子供を預かる「支援会員」と預ける「依頼会
員」で構成するファミリーサポートセンター。
自宅で子供を預かったり、学校や習い事に
送迎したりして、子育てを応援しています。

※ 初めて利用する方に、3時間分までの利
用料（上限2100円）を助成。子供の送迎
に必要な交通費や支援会員が用意したオ
ムツなどの費用は実費

利用料金（依頼会員が支援会員に支払う金額）
時間帯 1時間の料金

平日の午前7時〜午後7時
（年末年始を除く） 700円

上記以外 900円

子育てを応援しませんか
ファミリーサポートセンター

市の特定（非常勤）職員など

問い合わせ
ファミリーサポートセンター☎（84）1330

問
い
合
わ
せ��

資
産
経
営
課
☎（
８
２
）５
１
２
４

問い合わせ　教育指導課☎（84）2786

問い合わせ　生涯学習課☎（84）2792

問い合わせ　教育研究所☎（86）9102

問い合わせ　学校教育課☎（84）2785

は
だ
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金

返
礼
品
取
扱
事
業
者

募集

　親と地域の人々が子育て
や家庭教育支援を一緒に考
える機会として、東海大学
付属相模高等学校野球部監
督の門馬敬治氏を講師に迎
え、講演会を開催します。
とき　1月28日㈯　午後2時〜3時半　とこ
ろ　保健福祉センター　定員　300人（申し
込み先着順）　申し込み　住所、氏名、電話
番号を書き、生涯学習課へファクス（（83）
4681）またはメール（s-gakusyu@city.ha 
dano.kanagawa.jp）。電話も可

は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド

　
秦
野
の
自
然
、
風
土
、
産
業
、
伝
統
、
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
学
習
や
体

験
を
行
っ
た
子
供
た
ち
を
た
た
え
る「
は
だ
の
っ
子
ア
ワ
ー
ド
」。
各
部
門
の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

　
表
彰
式
は
、
1
月
21
日
㈯
の
午
後
3
時
か
ら
総
合
体
育
館
で
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
秦
野
検
定
部
門

秦
野
の
歴
史
や
自
然
な
ど
の
知
識
を
問
う
「
ふ
る
さ
と
秦
野
検
定
」
の
1
級
に
合
格

 

奥
寺
美
海（
本
町
小
5
）　
古
賀
圭
太（
本
町
小
5
）　
関
口
晴
樹（
本
町
小
5
）　
竹
中
翔

（
本
町
小
5
）　
三
浦
陽
南（
本
町
小
5
）　
池
田
葉
月（
南
小
6
）　
柴
田
陽
菜（
南
小
6
）　

相
原
優
希（
鶴
巻
小
6
）　
岩
田
瑞
季（
鶴
巻
小
6
）　
清
永
雅
子（
鶴
巻
小
6
）　
土
井
日

暖（
鶴
巻
小
6
）　
真
下
春
奈（
鶴
巻
小
6
）　
石
崎
結（
鶴
巻
小
5
）　
片
野
友
暖（
鶴
巻

小
5
）　
岸
田
悠
甫（
鶴
巻
小
5
）　
佐
藤
梓
花（
鶴
巻
小
5
）　
平
嶋
英（
鶴
巻
小
5
）

体
験
活
動
部
門

自
然
や
史
跡
な
ど
を
巡
り
、
地
区
ご
と
の
体
験
マ
ッ
プ
を
完
成

 

添
田
理
子（
南
小
6
）　
添
田
理
人（
南
小
3
）　
石
川
梨
杏（
東
小
5
）　
桐
生
菜
月（
東

小
5
）　
近
藤
央
都（
東
小
5
）　
小
山
田
美
姫（
北
小
6
）　
汀
天
音（
北
小
6
）　
汀
鈴

音（
北
小
3
）

文
芸
部
門

市�

主
催
の
短
歌
や
ポ
ス
タ
ー
の
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
る

 

相
原
鈴（
本
町
小
6
）　
奥
津
真
帆（
本
町
小
2
）　
深
田
優
太
朗（
南
小
5
）　
関
野
姫
夏

子（
東
小
3
）　
佐
野
聖
歌（
東
小
2
）　
長
部
美
咲（
大
根
小
3
）　
西
川
龍
之
介（
大
根

小
2
）　
及
川
瑞
月（
渋
沢
小
6
）　
佐
野
恋
乙（
末
広
小
5
）　
横
山
穂
乃
花（
末
広
小

5
）　
山
本
駿
介（
南
が
丘
小
6
）　
安
斎
匠
海（
南
が
丘
小
4
）　
高
橋
祈
城（
南
が
丘
小

4
）　
藤
田
愛
音（
鶴
巻
小
5
）　
荒
井
京
介（
鶴
巻
小
4
）　
伊
東
千
織（
鶴
巻
小
2
）　

磯
部
空
雅（
鶴
巻
小
1
）　
小
出
和（
南
中
3
）　
前
田
陽
菜（
南
中
1
）　
平
野
倫
太
郎

（
大
根
中
2
）　
鈴
木
さ
く
ら（
西
中
1
）　
髙
橋
和
真（
鶴
巻
中
3
）　
片
野
日
葵（
鶴
巻

中
1
）　
河
原
﨑
百
華（
穎
明
館
中
3
）

問
い
合
わ
せ��

教
育
研
究
所
☎（
８
６
）９
１
０
２

入
賞
お
め
で
と
う

「夢への一歩」
〜甲子園優勝監督が夢・教育を語る〜

　
市
で
は
、
は
だ
の
ふ
る
さ
と
寄
付
金（
ふ
る
さ

と
納
税
）で
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
に
、
地
元
の

特
産
品
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
返
礼
品
を
贈
る
事
業

者
と
し
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

名産品や特産品だけでなく、趣向
を凝らした返礼品を贈ります（上：
落花生、下：こだわりみかん）

募集します

応
募
条
件

▼�

地
元
事
業
者（
市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業
所
を

有
す
る
）で
、
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
に
熱
意
を
持
っ
て
協

力
で
き
る
こ
と

▼�

市
内
で
製
造
、
加
工
、
採
取
、
栽
培
な
ど
を
し
て
い
る

特
産
品
や
地
元
事
業
者
が
行
う
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供

で
き
る
こ
と

▼�

市
内
で
１
年
以
上
引
き
続
き
事
業
を
営
む
事
業
者（
個

人
に
あ
っ
て
は
、
市
内
に
１
年
以
上
引
き
続
き
居
住
し

て
い
る
方
に
限
る
）で
あ
る
こ
と

▼
市
税
に
滞
納
が
な
い
こ
と

※�

各
要
件
を
満
た
し
て
も
、
市
が
事
業
者
と
し
て
適
当
で

な
い
と
認
め
た
と
き
は
、
参
加
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す

注
意
事
項

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
が
必
要
で
す

▼�

特
産
品
な
ど
の
提
供
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
係
る
事
故

お
よ
び
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
に
関
し
て
は
、
タ
イ
ア
ッ
プ
事

業
者
が
代
替
品
を
発
送
し
直
す
な
ど
、
適
正
に
対
応
し

て
く
だ
さ
い

▼�

承
認
を
受
け
た
特
産
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
を
変
更
・

辞
退
す
る
と
き
は
、
事
前
に
連
絡
が
必
要
で
す

応
募
方
法

　
申
込
書（
市
役
所
５
階
資
産
経
営
課
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）を
資
産
経
営
課
に
提
出
。
市
で
審

査
し
た
後
、
決
定
事
業
者
に
は
、
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
す

◆ 小中学校教育指導助手 ◆
勤務内容　教科・生活指導の
補助など　勤務日など　土・
日曜日、祝日を除く午前8時半
～午後2時　報酬　時給980円

◆ 小中学校特別支援学級介助員 ◆
勤務内容　特別支援学級の子供の移動・生活介助、
安全確保など　勤務日など　週20時間　報酬　
月額7万8000円

◆ 問題行動等対策指導助手 ◆
勤務内容　中学校の生徒指
導担当教諭の補助（校内およ
び地域のパトロール・個別
支援の補助、校内環境整備）　
勤務日など　土・日曜日、祝日を除く午前8時半
～午後2時　報酬　時給1080円

共通事項
人数　若干名　任用期間　4月1日～平成30年
3月31日　申し込み　応募用紙（市役所教育庁
舎2階教育指導課または市ホームページで2月1
日㈬から配布）に「子供との関わりにおいて大切
にしたいこと」をテーマとした小論文（400字程
度）を添えて、2月9日㈭までに教育指導課へ本
人が持参　※2月11日㈯に面接あり。
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　お父さん、お母さん、お姉ちゃん。私にとって、食卓で繰り広げられる「家
族ミーティング」は、当たり前だったけど、特別なものだった。「学校のス
ローガンを決めなきゃいけないんだけど、何がいい？」「どうしたら、モ
テる？」。そんなたわいないテーマで、夕飯が２時間を超えることがしょっ
ちゅうだったね。解決できるかどうかよりも、共感してくれるあの空間が、
とても温かかった。
　小学校の友人関係で悩んでいたとき、教室では強気だったけど、家に帰っ
た途端に、自然と涙があふれてきたのを今でも覚えてる。「いいよ、美緑
は頑張ってるよ」「少しは休んでいいよ」。スッと肩の荷が下りた。みんな
が受け止めてくれるから、ありのままの自分を出せた。その安心感のおか
げで、いろんな事に挑戦しようと思えるようになった。だから、生徒会長
に立候補した。習い事も、美術や書道、テニス、器械体操、太鼓と興味は
尽きなかった。多才な小学校の先生になりたいと思えたのは、みんなのお
かげなんだよ。
　ミーティングは、いつもみんなで楽しんで終わっちゃうから、改まって
お礼を言ったことはなかったけど、今の私がいるのは、仲良し家族のおか
げです。ありがとう。

　教師を目指している私は今、大学の授業で小学生の移動教室に同行する
ことがあります。長野や伊豆などで、田舎体験。そこに居ると、思うんです。

「ああ、私やったことあるな」って。自然の中でハイキングや工作、お菓子
作り。私がこれまで普通に地元で体験してきたことって、都会の子供たち
にとっては、泊まりがけで行く貴重な体験だったんですね。
　最近は、都内の大学から秦野駅に帰ってくるだけで、おいしい空気にホッ
とする自分がいます。大人になって、まちの温もりにちょっとだけ気が付
きました。ありがとう。

　「やるからには全力でやりなさい」。中学で野球部に入部する前の、じい
じの一言。その重みを、最近感じてるんだ。中２の夏、先輩の引退試合が
自分のミスで負けたときに、初めて野球が怖くなった。でも、じいじに教
わった野球を辞めたくなかった。上の空だったとき、バッティングセンター
でじいじの声が響いた。「振り切れてないぞ。当てにいくな。怖がるな」。
半端な自分の心に、気付かせてくれたね。次の試合で、思いきり振ろうと
決めた。おかげで、人生初のホームランを見せてあげられたね。
　ばあばは、お母さんが仕事で忙しいときとかに、いつも料理をたくさん
作ってくれたね。特にハンバーグが大好きだけど、巨大なのが3つも出て
きたときは、さすがにキツかったな（笑）。でも、おかげでこんなに丈夫で
大きな体になった。体調を気遣うメール、会いに行ったときに見せてくれ
る満面の笑顔も、すごくうれしい。
  今思えば、じいじとばあばは、いつも「全力」で僕を見守ってくれてるん
だね。ありがとう。大学の野球部でレギュラーとって、また全力の姿見せ
るね。立派な社会人になって、今度は僕がたくさんごちそうするね。

　家族と一緒に公園から望む初日の出は、５歳のときからの恒例行事。友
達と探検したり自然と触れ合ったりと、楽しい思い出をたくさんくれまし
たね。でも、高校の野球部でこの時期の恒例だった「男坂・女坂10往復」
の訓練、このときだけは、地獄の山に見えました（笑）。心も身体も成長さ
せてくれて、感謝しています。

商店「フレンド」のおばちゃんへ
　母校の秦野高校生の間では、地元一の有名人。部活帰りでお腹を空かせ
た僕らのために、いつも店を夜まで開けていてくれて、きっと大変でした
よね。コロッケパンは青春の味でした。気さくに接してくれたのも、うれ
しかった。部活仲間が彼女に振られたときには、「しょせん相手はまだ子供。
大人になれば、君の良さに気付いてくれる人がいる」と言ってくれました
ね。しびれました。おばちゃんは、まさに僕たち秦高生の心の友です。

大切に育ててくれた両親へ

　普段は厳しいけれど、吹奏楽や弦楽をやりたいと言ったら楽器も買って
くれたり、習い事や塾など私がやりたいと言ったことは全部挑戦させてく
れた優しいお父さん。「勉強頑張ったね」、「部活頑張ったね」とたくさんの
褒め言葉をくれた優しいお母さん。気分が落ち込んだときもらえたプレゼ
ントには、とても勇気づけられました。優しい二人の下で育ったからこそ
日々頑張ってこれました。本当にありがとう。

　「海外旅行」ですね。この夏休みに台湾に行ったんです。最
初は結構不安だったんですが、現地の人とか、現地の日本人の
人たちが本当によくしてくれてすごくうれしかったんですよ。
旅行自体も楽しくていい思い出になりました。今度２回目も計

山内  さつきさん （平沢）

私の
ファースト！

地元のボランティアの方たちへ

　中学のときに活動していた生徒会で、地元の方たちと協力してボラン
ティアで駅前の掃除をしたときに、道路にゴミが落ちていないのは当たり
前じゃなくて、地域の人たちが頑張ってくれているおかげなんだというこ
とに気付かされました。本当に感謝しています。

中学校の恩師へ
　中学１年生のときの担任だった芦川先生へ。先生には、私が変われるチャ
ンスをいただき本当に感謝しています。吹奏楽部の活動に力を入れていた
私に、「生徒会に入ってみないか」と誘ってもらいましたね。最初は、あま
り自信がなくて断ってしまいましたが、「今後の人生に生かせることがた
くさん学べるよ」と、熱心に誘ってもらったおかげで決心がつきました。
今思うと人生の転換点だった思います。人前で話すのは苦手だったのが、
生徒会に入ったおかげで、今ではその意識はほとんどなくなりました。
　また、いろいろなことを運営する立場になってみて、初めてわかる苦労
もあり、とても良い経験になりました。学校集会などがあると、どうやっ
てまとめようかとか、どうやったらみんなに興味を持って聞いてもらえる
かとか必死に考えたことも貴重な経験になりました。あと、委員会や部活
の意見をまとめるときも、下手に出たりすることで、頼みやすくなるって
ことを覚えました。これって社会に出ても役に立ちますよね、多分。（笑）

大切なお母さんとおばあちゃんへ

　大切に育ててくれたお母さん。女手ひとつでの子育ては、僕にはわから
ない苦労もきっといっぱいあったんだと思う。夜勤とかも頑張ってくれた
おかげで、周りの子たちと同じように大学まで行くことができたんだよね。
一緒に笑い合える仲間も見つけることができた。本当にありがとう。これ
からも体を大切にしてください。
　いつも身近にいてくれたおばあちゃん。おばあちゃんが、父親のような
存在でいてくれたおかげで寂しい思いをしなくて済んだんだよ。本当に感
謝しています。今でも二人で旅行に行ったりするけど、そんな友達のよう
な関係をこれからも続けていけるとうれしいです。

　今目指していることは、「教員」になることです。お世話に
なった佐久間先生みたいになりたいですね。先生は熱い男で、
行事などがすごい好きな方で、率先してクラスを引っ張ってく
れていました。職員会議でも私たちの意見を通してくれたり、

金井  颯さん（曽屋） 

私の
ファースト！

自慢できる秦野へ

　外の人に自慢できることがいっぱいある秦野のまちに感謝です。都心も
近いし水も日本一になるくらいおいしい。いつも市外の人に秦野のいいと
ころを自慢してます。秦野育ちの人はみんな秦野が大好き。

恩師と友達へ
　中学のときにお世話になった佐久間先生。先生に出会い、生徒会に誘っ
てもらって、大げさではなく人生が変わりました。元々ちゃらんぽらん
で生徒会をやるような性格ではなかったんですが、生徒会の活動を通し
てリーダーシップのとり方や協調性の重要さを学び、人間的に大きく成
長できたと思います。また、生徒会の活動を通して生涯の仲間と出会う
ことができました。すごく感謝しています。
　そして、いつも一緒にいてくれる親友3人へ。みんな頭がよくてやる気
があって、話をすると「俺も頑張らなきゃ」って再確認できる、そんな
友達を持ててとても幸せです。誕生日に母と一緒にサプライズでお祝い
してくれたときは、本当にうれしかった。みんな旅行が好きで、移動に
26時間もかかった旅行や水無川沿いでたくさんの話をしたことなど楽し
い思い出ばかり。こんな思い出をこれからも積み重ねていきたいな。

じいじ・ばあばへ

　ずばり、「お笑い」です。我が家には「他人を笑わす」という
家訓があります。みんなが生き生きするし、キツいことも耐え
られる。外面だけ真面目なよりも「真剣にふざける」方がいい
と思うんです。高校教師を目指していますが、そういうことも

渡邉  亮 さん（鶴巻）

私の
ファースト！

弘法山へ

仲良し家族みんなへ

　いろいろ挑戦してきましたが、料理は手伝い程度だったので、
もっと腕を磨きたいです。先生は家庭科も教えますからね。あと、
将来は両親と同じような家庭を作りたい。だからまずは、ステ
キな人に出会いたいです（笑）。今までは、自信の無さを自分か

北村  美緑 さん （尾尻）

私の
ファースト！

あったかい地元へ

らグイグイ前に出ることでカバーしてきましたが、今後は大人の女性として、
見た目の印象にも気を付けて自信を持ちたいです。笑顔一つだって、周りの
人を良い気分にさせることができますからね。そう、つまり私は「女子力」
ファーストです（笑）。

とても頼りがいがある先生でした。生徒からも人気があってカッコイイ、
そんな教員目指して勉強を頑張りたいです。

画していて、学生のうちにたくさん海外旅行をしていろいろな経験をした
いなと思っています。

生徒に教えたい。とりあえず今は、母や妹と「ピコ太郎」のネタをやってます。
もちろん、全力で（笑）。

今だから言える「ありがとう」新成人特集 日頃の感謝。あのとき言えなかった一言。
20年間の想いを言葉に―
成人式実行委員４人の「ありがとう」をご紹介。

▲ 

プ
ロ
野
球
の
東
洋
カ
ー
プ
フ
ァ
ン
で
仲
良
し
の
美
緑
さ
ん
と
お
父
さ
ん

▲ 

じ
い
じ
・
ば
あ
ば（
祖
父
母
）と
亮
さ
ん

▲ 

3
人
の
親
友
と
颯
さ
ん

▲ 

恩
師
の
芦
川
先
生
と
さ
つ
き
さ
ん
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科と実技　■対赤十字幼児安全法支援
員資格認定者20人（申し込み先着順）　
※認定後2年以上3年未満の方、市内
在住・在勤・在学の方優先　■費800
円　■問地域福祉課☎（82）7392

楽しい子育て練習講座

■時2月21日㈫　午前9時半～11時半　
■場保健福祉センター　■内親子のコ
ミュニケーションのとり方　■対乳幼
児・小学生の保護者、妊婦および妊
婦の家族150人（申し込み先着順）　
※保育あり（定員あり）　■問こども育
成課こども若者相談担当☎（82）6241

催　し
就職を支援
個別カウンセリング

■時1月11日㈬　18日㈬　午前10時
～午後4時（正午～午後1時を除く）　
1人1時間以内　■場市ふるさとハロー
ワーク　■内適職発見、求人情報の検
索・活用、応募書類の書き方、面接
トレーニングなど　■対市内在住で18
～65歳の求職者5人（申し込み先着
順）　※18日は保育あり（予約制）　
■問産業政策課☎（82）9646または市
ふるさとハローワーク☎（84）0810

国県市合同特設相談会

■時1月17日㈫　午後1時～4時（受け付
けは午後3時半まで）　■場本町公民館　
■内登記、税金、年金、相続、国や県
への要望など　■問市民相談人権課☎
（82）5128または神奈川行政評価事
務所☎0570（090）110

スケッチハイキング・体験

■時■場1月19日㈭午前11時大倉バス停
前集合～県立秦野戸川公園～午後2
時半　■定10人（申し込み先着順）　■問

観光協会☎（82）8833

応急手当講習会

■時1月29日㈰　午前9時半～午後0時
半　■場保健福祉センター　■内普通救
命講習Ⅰ（成人への心肺蘇生法、AED
の使い方など）　■対市内在住・在勤・
在学の中学生以上20人（申し込み先
着順）　※修了証を発行。再受講も
可　■問警防対策課☎（81）8020

子供の就職を考えるセミナー

■時2月2日㈭　午後1時半～4時半
■場保健福祉センター　■内「わが子」の
職業的自立のために親・家族だから
できること　■定40人（個別相談は6
組。いずれも申し込み先着順）　■申
県西部地域若者サポートステーショ
ン☎0465（32）4115　■問こども育成
課こども若者相談担当☎（82）6241

保健福祉センターフェスティバル

■時2月5日㈰　午前9時40分～午後2
時　■内利用団体の活動発表・展示、
模擬店、ミニコンサートなど　■問地
域福祉課☎（82）7392

外出支援ボランティア講座

■時2月13日～3月13日の月曜日　全
5回　午前10時～正午　■場保健福祉
センター　■内目の不自由な方への外
出支援方法　■定16人（申し込み先着
順）　■費500円　■問社会福祉協議会
☎（84）7711

施設情報
図書館
☎（81）7012

映画会
■時■内◇1月7日㈯　午前10時～午後
0時10分　「学校」（邦画）　◇21日㈯　

午後3時半～3時55分　「ミッキーマ
ウスとまほうのぼうし」（アニメ）な
ど　■定各日80人（当日先着順）
おはなし会
■時■内◇1月7日㈯　「つるいたち」な
ど　◇14日㈯　「まよなかのだいど
ころ」など　◇21日㈯　「てぶくろ」
など　◇28日㈯　英語のおはなし会　
いずれも午後2時半～3時　■定各日
30人（当日先着順）
大人のためのおはなし会
■時1月12日㈭　午前10時～正午　■内
「日本の昔話」「イギリスの昔話」「ロ
シアの昔話」　■定30人（当日先着順）　
※保育あり（2歳以上の未就学児5人。
申し込み先着順）
広畑ふれあいプラザ
☎（77）6061

ふれあい学級「きりたんぽ作り」
■時1月15日㈰　午前9時半～午後1時　
■対40歳以上15人（申し込み先着順）　
■費800円
くずはの家
☎（84）7874

冬の野鳥観察
■時1月28日㈯　午前9時半～11時半　
■対小学生以上30人（小学2年生以下
は保護者同伴）
表丹沢野外活動センター
☎（75）0725

野外活動リーダー養成研修Ⅱ
■時2月5日㈰　午後1時半～4時半　■内
レクゲームなど、集団の力を高める

ゲームの指導法　■対市内各種指導員
または青少年育成指導に関心のある
20人（申し込み先着順）　■費100円

寄　付
ブックスタート事業に

8月1日～10月31日　現金8件　13
万円　物品1件　寄付された方（敬称
略）　十全堂株式会社　国際ソロプ
チミスト秦野　特定非営利活動法人
秦野市薬剤師会　秦野市農業協同組
合　秦野丹沢ライオンズクラブ　秦
野中ロータリークラブ　秦野名水
ロータリークラブ　秦野ライオンズ
クラブ　秦野ロータリークラブ

夕暮記念こども短歌大会に

11月26日　物品1件　寄付された方
（敬称略）　秦野中ロータリークラブ

文化振興基金へ

12月9日　現金1件　23万614円
寄付された方（敬称略）　秦野マンド
リンクラブ

定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です定員のあるものは原則申し込み先着順、ないものは原則入場自由です

公民館公民館 会館会館だよりだより・

本町公民館　☎（84）5100
秦野みちしるべ「イラストマップ展」　1月21日㈯
～29日㈰
心のふるさと童謡講座「神奈川にちなんだ歌を集め
て」　1月21日㈯　午後2時～4時　100人　250円
高齢者ミニ講座「消費者被害に遭わないために」　
2月8日㈬　午後1時半～3時　20人
渋沢公民館　☎（87）7751
介護予防教室「健康長寿は健口から」　1月20日㈮　
午前10時～11時半　65歳以上20人
初心者パソコン何でも相談　1月22
日㈰　午後1時半～3時半　パソコン
持参
上公民館　☎（87）0212
ふるさと料理教室「地元に伝わる太巻き寿司作り」
2月7日㈫　午前9時半～午後1時　10人　700円
椎
シイ

茸
タケ

のホダ木作りと里山整備体験　2月11日㈯　
午前9時半～11時半　20人　150円　※ホダ木1
本500円（1人5本まで）
南が丘公民館　☎（84）6411
伝承わらべうた　1月10日㈫　24日㈫　午前11
時半～午後0時半　各日0歳児の親子8組　500円

母と子の絵本を楽しむ会　1月18日㈬　午前10
時～11時　親子15組　
堀川公民館　☎（87）4111
子ども生け花展　◇1月28日㈯　正
午～午後5時　◇29日㈰　午前8時
半～午後4時
バレンタインコンサート　2月5日㈰　午後1時～
4時半　100人（当日先着順）
鶴巻公民館　☎（76）0463
ぶれーめん新春スペシャルコンサート「お神楽と
の響宴」　1月22日㈰　午後2時～4時　サックス、
筝、笛、声楽など　100人（当日先着順）　300円
（中学生以下は無料）
ちびっこ広場　1月28日㈯　午前10時～午後2時　
遊びコーナー、模擬店など
大根公民館　☎（77）7421
夜のパン屋さん　1月27日㈮　午後6時半～9時
半　6人　1300円
おおね公園周辺の野鳥観察会　1月28日㈯　午前
9時～正午　15人　200円
バレンタインシフォンケーキ作り　2月12日㈰　
午前9時半～正午　小・中学生10人　700円
東公民館　☎（82）3232
楽々フォト展　1月8日㈰～2月3日㈮
エコクラフトでお洒落なバック作り　1月23日㈪　
午前9時～正午　10人　1300円

がらがらどん　1月30日㈪　2月27日㈪　午前
10時～、午前11時～　各回4歳以下の親子8組
北公民館　☎（75）1678
パソコン講座「インターネット入門」　1月21日㈯　
午前9時半～午後3時半　13人　850円
認知症予防「コグニサイズ」　1月23日㈪、30日
㈪の全2回　午前9時半～11時　15人
みそづくり教室　1月25日㈬　午前10時～正午　
地元の大豆で作るみそ（4㎏）　25人　3500円
南公民館　☎（81）3001
太巻き寿司を作ろう　1月28日㈯　午前10時～
午後1時　10人　950円
バレンタインのお菓子作り　2月4日㈯　午前10
時～正午　小学3年～中学生12人　500円
冬の野鳥観察　2月5日㈰午前9時公民館集合～今
泉名水桜公園～11時半室川　小学生の親子10組
西公民館　☎（88）0003
キッシュでランチタイム　1月19日㈭　午前9時
～正午　15人　1000円　シフォンケーキ付き
新春そば打ち教室「二八そば」　1月28日㈯　午前
9時半～午後1時　15人　700円
ブック展「冬の本」　2月1日㈬～19日㈰　本の展
示と貸し出し
ほうらい会館　☎（81）8310
法律教室「近隣トラブルをめぐる法律問題」　2月
8日㈬　午前10時～正午　40人

　市県民税第4期・国民健康保険税
第8期の納期限は1月31日㈫です。
　市税の納付は便利な口座振替で
■問市民税課☎（82）5129または債
権回収課☎（82）5134

税の納期限

納付書をなくしたときは、連絡してください

子供が元気になれる場所

ベジタステーションはだの
■時1月21日㈯　午前11時半～午後2時半　■場南公民館　■内上智短期
大生と交流、学習支援、昼食作り　■対小・中学生40人（申し込み先
着順）　※運営ボランティア・食材も募集しています
■問子育て支援課☎（86）3640
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市議会第4回定例会が終わる
　11月24日～12月14日まで開催され、議案など28件が審議されま
した。議決された主な内容は、次のとおりです。
小児等医療費の助成に関する条例を改正
　小児医療費助成について、4月から未就学児に係る助成の所得制限
を撤廃するなど、助成対象者を拡大します。
公共下水道使用料徴収条例を改正
　公共下水道事業が施設の更新や維持管理の時代を迎える中、将来に
わたり良質なサービスを安定的に提供できるよう、4月から公共下水
道使用料を平均5％引き上げます。
■問企画課☎（82）5101

問い合わせ問
締め切り締
申し込み申

費用費
定員定
対象対

内容内
ところ場
とき時

行政一般
市内７カ所目の子育て支援センター
「ぽけっと21ミライエ」開設
　子供が遊べたり、親同士で気軽に
交流できる場です。　開設日　2月1
日以降の毎週月・水・土曜日　午前
10時～午後3時　■場ミライエ秦野（曽
屋687-37）　■対未就園児の親子（ミラ
イエ秦野の居住者以外も利用できま
す）　■問子育て支援課☎（86）3460
お知らせください
家屋や土地の状況

　家屋や土地の固定資産税は、毎年
1月1日現在の状況で課税しています。
用途を変更したときや家屋を取り壊
したときは、すぐに連絡してくださ
い。　■問資産税課☎（82）7391また
は☎（82）7390

必ず申告を　事業用償却資産

　事業用の償却資産を所有している
方は、1月1日現在の所有状況を申告
してください。　※マイナンバーな
どの記載が必要です　申告期間　1
月4日㈬～31日㈫　■対土地や家屋を
除く事業用の有形固定資産（機械装
置、器具、工具など）　■問資産税課
☎（82）7391
ご意見を
市森林整備計画の変更計画案

縦覧場所　市役所西庁舎1階森林づ
くり課、市ホームページ　提出方法　
任意の用紙に住所、氏名、電話番号、

意見を書き、1月16日㈪～2月15日
㈬に〒257-8501森林づくり課へ郵
送または持参。ファクス（（82）5391）、
メール（sinrin@city.hadano.kanagawa.
jp）も可　■問森林づくり課☎（82）9631
助成します
肺炎球菌ワクチンの定期予防接種

■対次のいずれかに該当する方　◇今
年度中に65・70・75・80・85・
90・95・100歳になる（4月上旬に
はがきを送付済み）　◇60～64歳で、
心臓、腎臓、呼吸器の障害やHIVに
より日常生活がほとんど不可能な程
度の障害がある　※過去に接種した
方は対象外　■費3000円（生活保護世
帯、市県民税非課税世帯の方は無料）　
■申3月31日㈮までに、指定医療機関
（市ホームページにあります）へ　■問
健康づくり課☎（82）9603
確定申告に必要な
障害者控除対象者認定書を発行

■対所得税などの課税世帯で身体障害
者手帳を持っていない要介護認定者
（一部を除く）や、寝たきり登録者
■申印鑑を市役所教育庁舎1階高齢介
護課へ持参　※要介護認定者は介護
保険証が必要　■問高齢介護課☎（82）
7394

ご利用ください　市営駐車場

■場◇片町駐車場（本町四ツ角交差点
そば）　◇渋沢駅北口駐車場（渋沢駅
北口前）　駐車料金　30分100円（午
後10時～翌日午前8時は1時間100

円）　※市役所西庁舎1階産業政策課
と駅連絡所で回数券（10枚900円）を
販売　■問産業政策課☎（82）9646

募　集
はだの議会だよりの表紙写真

テーマ　秦野の風景、地域や学校の
行事など　応募資格　市内在住・在
勤・在学の方　応募規格　2Lサイズ
（横長・カラープリント）。デジタル
データは500万画素以上、JPEG形
式　※1人3点まで。未発表作品　■申
写真に応募用紙（市役所4階議会事務
局、公民館、駅連絡所、市ホームペー
ジにあります）を添えて、1月26日
㈭までに〒257-8501議会事務局へ
郵送または持参。メール（gikai@city.
hadano.kanagawa.jp）も可　※作品
の使用権は市に帰属します　■問議会
事務局☎（82）9652

健康・子育て
献血

■時■場 ◇1月9日㈪　14日㈯　22日㈰　
28日㈯　イオン秦野SC　◇18日㈬　
市役所　いずれも午前10時～11時
半、午後1時～4時　■問健康づくり
課☎（82）9603

はだの野菜ヘルシー料理講座

■時1月31日㈫　午前10時～午後1時
半　■場保健福祉センター　■内サバの
韓国風焼き、ネギのゆずみそなど　

■費500円　■定30人（申し込み先着順）　
■問健康づくり課☎（82）9603

健康科学的ウオーキング講座

■時2月21日㈫　午前9時半～、午後
1時半～　■場東海大学湘南校舎（北金
目4-1-1）　■内効果的なウオーキング
を学びウオークラリーを楽しむ　■対
各回市内在住の40人（申し込み先着
順）　■問健康づくり課☎（82）9603

市認定ヘルパー研修

■時2月6日㈪、8日㈬の全2回　午後1
時～5時　■場市役所4階議会第1会議
室　■内市内の訪問介護事業所で従事
するための基礎知識　■定50人（申し
込み先着順）　■問高齢介護課☎（82）
7394

認知症サポーター養成講座

■時2月6日㈪　午後2時～3時半　■場保
健福祉センター　■内認知症の人と接
するときの心構えなど　■対市内在
住・在勤の40人（申し込み先着順）　
■問高齢介護課☎（82）7394
赤十字
幼児安全法講習会・研修会

◇短期講習会　■時2月19日㈰　午前
10時～11時半　■場保健福祉センター　
■内乳幼児に対する一次救命処置　■対
15歳以上20人（申し込み先着順）
※市内在住・在勤・在学の方優先
◇支援員資格継続研修　■時 19日
午後1時～5時　■場保健福祉センター　
■内乳幼児に対する一次救命処置の学

市民健康診査など案内封筒の広告

　市民健康診査（後期高齢者医療加入者および39歳以下の登録者）などの
受診券を送付する封筒に掲載する広告を募集します。
■対企業や団体、公益法人など（政治、宗教に関わる団体または公序良俗に
反する団体や企業は除く）　掲載位置　封筒裏面（一色刷り）　※2枠分の使
用も可　発送時期　5月末日　審査方法　希望掲載金額と広告内容を合わ
せて総合的に審査　■申申込書（市役所2階健康づくり課、市ホームページに
あります）を1月18日㈬までに〒257-8501健康づくり課へ郵送または持参
■問健康づくり課☎（82）9603

封筒サイズ（㎝） 発送枚数 広告サイズ（㎝） 枠数 最低価格
縦11.0、横21.8 2万6000枚 縦5.5、横8.0 2 各2万6000円

募集

伝言板伝言板 市内の
公共施設を利用みんなの

催し案内
絵本の読み聞かせ　◇1月11日㈬　午後3時15分
～　堀川児童館　◇12日㈭　午後3時～　大根公
民館　◇14日㈯　午後2時半～　南が丘公民館、
西公民館　◇17日㈫　午後3時～　東公民館　◇
19日㈭　午後3時～　鶴巻公民館　おはなしころ
りん・堀☎（88）3286
新春ダンスパーティー　1月21日
㈯　午後6時～9時　本町公民館　
700円　社交ダンス舞の会・山崎
☎（76）1303
ルーシー笑いヨガ　1月23日㈪　午後2時～3時
半　西公民館　500円　柴田☎090（4012）3915
草刈払機の安全操作講習会　1月26日㈭　午後1

時半～4時半　なでしこ運動広場　60歳以上15
人（申し込み先着順）　1000円　シルバー人材セ
ンター☎（84）3311
みちしるべの会講演会　1月28日㈯　午後2時～
3時半　本町公民館　「大山まいりと先導師」　講
師　佐藤大住氏（先導師）　30人（申し込み先着
順）　50円　まほら秦野みちしるべの会・横山☎
（72）8002
はだの日曜画家展　4月13日㈭～
16日㈰　文化会館　出品希望者
は電話で申し込みのうえ、13日の
午前中に会場へ持参　日比☎090
（1120）5291
仲間募集
鶴巻俳句勉強会　第2水曜日　正午～午後4時　
サンライフ鶴巻　月1500円　野呂☎（77）3635
ジュニア武

たけ

産
むす

合
あい

気
き

会
かい

（子供合気道）　毎週土曜日　
午前11時15分～午後0時45分　総合体育館　月

3000円　入会金3000円　西原☎090（8043）
3191
その他
家庭的保育事業の補助者を募集　週2・3日　4～
8時間　報酬あり　2歳児以下3～5人の保育の補
助　25歳以上　ちびうさ保育ルーム（尾尻）・栗
原☎080（1365）2908、コロちゃん保育室（戸
川）・後藤☎050（1126）0852、おかのうえ保育
室（南が丘）・瀬戸☎090（4174）3245
県立職業技術校4月生後期募集　ハローワーク松
田（☎0465（82）8609）で手続きをし、1月10日
㈫～2月6日㈪に西部・東部技術校へ　県産業人
材課☎045（210）5715
秦野高校地域公開講座　1月21日㈯　午前10時
～正午　「はだの野菜ヘルシー料理講座」「路上の
芸術・マンホールふた」「道祖神を訪ねて」など　
各20人（申し込み先着順）　1月10日㈫～秦野高
校☎（77）1492へ
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「広報はだの」は再生紙を使用しています。

広報

文化会館チケット情報

問い合わせ　文化会館☎（81）1211

出�演　山田和樹　日本フィルハーモニー交
響楽団　丹沢音楽祭合唱団
3月20日㈪　午後3時～　大ホール　3000
円（学生は1500円）　
※全席指定。未就学児は入場できません。

山田和樹 ミュージック・アドバイザー就任記念

丹沢音楽祭　ブラームス「ドイツ・レクイエム」

販売中

と　き　1月9日㈪　午前10時半～正午　
　※受け付けは午前9時45分～
ところ　文化会館
対��象　�平成8年4月2日～9年4月1日
　に生まれた方

新成人のつどい

問い合わせ
こども育成課☎（81）7011

問い合わせ
消防総務課☎(81)7992

一
生
の
思
い
出
に

ふるさとお国自慢　県人会のつどい

問い合わせ　市民自治振興課☎(82)5118

　県人会相互の連携強化や文化交流
を目的に開催する県人会のつどい。
9回目を迎える今年も、自慢の唄や
踊りを披露します。
と�　き　1月29日㈰� 午後0時15分
～4時（物産販売は午前11時半～）
ところ　文化会館
内�　容　郷土芸能の披露、15県人
会による活動紹介や物産販売など

各
県
の
伝
統
に
触
れ
よ
う

　
江
戸
庶
民
に
親
し
ま

れ
た
舞
踊
や
音
楽
な
ど

を
描
い
た
作
品
約
40
点

を
展
示
し
ま
す
。

と�

　
き
　
1
月
3
日
㈫

～
15
日
㈰
　
午
前
10

時
～
午
後
5
時（
15

日
は
午
後
3
時
ま
で
）

　�

※
4
日
㈬
、
10
日
㈫

を
除
く

と�

こ
ろ
　
宮
永
岳
彦
記

念
美
術
館

問
い
合
わ
せ��

生
涯
学
習
課
☎（
８
４
）２
７
９
２

市
所
蔵
浮
世
絵
展

江
戸
の
に
ぎ
わ
い

舞
い
と
調
べ

20歳の門出を祝う

新成人のつどい

最後は迫力の一斉放水

秦
野
と
び
工
組
合
に
よ
る
は
し
ご
乗
り
演
技

緊
迫
し
た
救
助
訓
練

　新春の恒例行事の消防出初式。迫力あ
るはしご乗りや一斉放水をはじめ、さま
ざまな演技を披露します。一致団結した
勇姿をぜひ、ご覧ください。

と　き　1月14日㈯　午前9時半～正午
と�ころ　カルチャーパーク第3駐車場　
　※雨天のときは総合体育館
内�　容　消防団員の表彰、はしご乗り演技、
一斉放水、車両分列行進、消防演技、幼
年消防クラブの演技など　
※�午前7時にサイレンを鳴らします。
　火災と間違えないようにしてください。

市民の安全を願う

消防出初式 問い合わせ　消防総務課☎(81)7992

イチゴ狩りへ行こう

問い合わせ　はだの都市農業支援センター☎(81)7800

と�き　1月上旬～5月下旬　※イチゴの
成育状況により変わることがあります
と�ころ・申し込み　◇ファームスクエア
丹沢の森（堀西1328）☎080（2098）
4452　◇かたのいちご園（戸川1063）　
☎090（8114）2082　◇石田ファーム
工房（横野582-1、戸川639-1）☎090
（1463）1583　◇村上いちご園（戸川1230）☎080（8181）9919
費用　800～1950円（子供は500～1450円）　※時期により異なります

完
熟
イ
チ
ゴ
を
味
わ
お
う

検 索はだのモーピク  イチゴ狩り
昨年の様子を動画で公開中

七福神の獅子舞（葛飾北斎）



問い合わせ　市民税課☎（82）5130

住民税の特集号

知っ
とく

得！なっ
とく

得！！
 読めばわかる�

公
的
年
金
収
入

４
０
０
万
円

以
下
の
人
へ
お
知
ら
せ

申
告
書
の
入
手
方
法 

・

申
告
に
必
要
な
も
の

申告は、
郵送又は窓口にて
出来るんじゃ！

分からないことがあれば、
市民税課へ連絡じゃ！

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
の
場
合

　

平
成
29
年
1
月
1
日
時
点
で
、
20
歳
以
上

の
人
は
必
要
で
す
。

　
な
お
、
前
年
中
に
収
入（
所
得
）の
な
い
場
合

や
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
、
雇
用
保
険
な
ど
の

非
課
税
と
な
る
収
入
の
み
が
あ
っ
た
場
合
は
、

所
得
が
な
い
旨
の
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
と
、
そ
の
世
帯

主
の
人
は
申
告
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
の
場
合

　
平
成
29
年
4
月
1
日
時
点
で
23
歳
以
上
の
人

　

新
年
を
迎
え
、
確
定
申
告
や
市
民
税
・
県

民
税
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
、
市
民
税
・
県
民

税
申
告
を
ど
う
し
て
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
か
、
ご
存
知
で
す
か
？
こ
れ
は
、
地
方
税

法
に
お
い
て
、
1
月
1
日
に
お
住
ま
い
の
市

町
村
へ
3
月
15
日
ま
で
に
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
申
告
は
、
市
民
税
・
県
民
税
算
定
の
基

礎
資
料
と
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
国
民
健
康
保

険
税
の
算
定
や
福
祉
年
金
・
児
童
扶
養
手
当
の

給
付
等
の
資
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
所
得
証

明
書
・
課
税
証
明
書
等
を
発
行
す
る
た
め
の
基

に
な
り
、
申
告
が
な
い
と
発
行
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
る
た

め
に
も
、
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を
提
出

し
ま
し
ょ
う
。

?

市
民
税
・
県
民
税
申
告
っ
て

ど
う
し
て
必
要
な
の
？

　

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
提
出
が
な
い

と
、
次
の
よ
う
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
影
響
が

出
て
し
ま
い
ま
す
。

・�

各
部
署
で
所
得
を
用
い
た
算
定
を
正
確
に
行

う
こ
と
が
で
き
な
い（
国
民
健
康
保
険
税
や

介
護
保
険
料
な
ど
）

・�

各
種
証
明
書（
所
得
証
明
書
や
課
税
証
明
書

等
）の
交
付
が
で
き
な
い

・�

市
民
税
・
県
民
税
の
場
合
、
各
納
期
後
に
申

告
を
す
る
と
、
納
期
の
回
数
が
減
っ
て
し
ま

う
た
め
、
一
回
当
た
り
の
納
付
額
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
う

・�

国
民
年
金
の
免
除
申
請
が
で
き
な
い

①�

平
成
28
年
度
市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
し
て
い
る
人

②�

平
成
28
年
度
、
確
定
申
告
書
、
市
民
税
・

県
民
税
申
告
書
、
給
与
や
公
的
年
金
等
支

払
者
か
ら
の
支
払
報
告
書
の
い
ず
れ
も
提

出
が
な
く
、
税
法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ

て
い
な
い
人
、
又
は
秦
野
市
外
に
居
住
す

る
人
の
税
法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い

る
人

③�

平
成
28
年
度
、
公
的
年
金
等
支
払
報
告
書

の
み
で
課
税
に
な
っ
て
い
る
人

④�

平
成
28
年
度
、
所
得
の
申
告
が
な
く
、
国

民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人 ?

申
告
し
な
い
と
、
ど
ん
な

影
響
が
出
る
の
？

?

ど
の
よ
う
な
人
に
、
申
告

書
は
郵
送
さ
れ
る
の
？

市
民
税
・
県
民
税
申
告

書
は
、
次
の
い
ず
れ
か
に

当
て
は
ま
る
人
に
送
付

さ
れ
る
ん
じ
ゃ
！

　
生
命
保
険
料
や
地
震
保
険
料
、
医
療
費

な
ど
の
控
除
が
あ
る
場
合
そ
の
旨
を
申
告

し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
年
金
の
支
払
報

告
書
の
内
容
だ
け
で
税
額
を
計
算
し
ま
す

の
で
、
税
額
が
高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

控
除
の
追
加
・
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う
。

　
年
金
収
入
４
０
０
万
円
以
下
で
、
そ
の

他
の
所
得
が
20
万
円
以
下
の
場
合
、
申
告

す
る
必
要
は
な
い
と
聞
い
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
、
所
得

税（
国
税
）の
話
で
す
。
公
的
年
金
以
外
の

所
得
が
あ
り
、
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合

や
、
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

情
報
が
あ
る
場
合
は
、
市
民
税
・
県
民
税

申
告
書
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
情

報
と
は
、
例
え
ば
、
生
命
保
険
料
、
地
震

保
険
料
、
医
療
費
、
口
座
振
替
や
納
付
書

で
支
払
っ
た
社
会
保
険
料
が
あ
り
ま
す
。

　
扶
養
親
族
を
追
加
・
変
更
し
た
り
、
障

害
者
控
除
や
寡
婦（
夫
）控
除
の
追
加
・
変

更
を
す
る
場
合
も
、
市
民
税
・
県
民
税
申

告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
を
し
な
い
と
、

市
民
税
・
県
民
税

の
税
額
が
高
く

な
っ
て
し
ま
う
可

能
性
が
あ
る
ん

じ
ゃ
！

?

申
告
し
な
い
と
、

税
額
に
影
響
が

出
る
の
？

申
告
書
の
入
手
方
法

・�

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
の
送
付
対
象
者
に

は
、
1
月
中
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

・�

郵
送
さ
れ
な
い
人
に
は
、
市
民
税
課
の
窓
口

で
配
付
ま
た
は
郵
送
で
取
り
寄
せ
で
き
ま
す
。

・�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

申
告
に
必
要
な
も
の

①�

印
鑑�

②���

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

【
番
号
確
認
及
び
身
元
確
認
書
類
】ま
た
は
、

通
知
カ
ー
ド
な
ど
の
写
し【
番
号
確
認
書
類
】

＋
運
転
免
許
証
な
ど
の
写
し【
身
元
確
認
書

類
】

③��

源
泉
徴
収
票（
原
本
）�

④���

社
会
保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険
料

等
の
支
払
証
明
書�

⑤�

障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
手
帳
な
ど�

⑥���

医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
医
療
費
の
領
収

書
原
本（
合
計
額
は
事
前
に
計
算
し
て
く
だ

さ
い
。）、
保
険
等
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
が

分
か
る
も
の

相
談
・
提
出

本
庁
舎
2
階
　
市
民
税
課

市民税・県民税申告の必要について

平成29年（2017年）1月1日発行

?

申
告
が
必
要
な
人
っ
て
、

ど
ん
な
人
？

　  

市
民
税
・
県
民
税
申
告
書
を

提
出
す
る
必
要
が
な
い
人

①�

給
与
や
公
的
年
金
等
の
支
払
者
か
ら
、

市
役
所
に
支
払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ

る
人（
控
除
の
追
加
・
変
更
が
な
い
人
）

②
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
人

その前に

で
、「
税
法
上
の
扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
な
い
人
」、

又
は「
秦
野
市
外
に
居
住
す
る
人
の
税
法
上
の

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
る
人
」は
必
要
で
す
。



問い合わせ　市民税課☎（82）5130

収入の種類 金額
給与収入のみ 311万6千円未満

年金収入のみ（65歳以上） 320万円未満

年金収入のみ（65歳未満） 316万6千円以下

　ちなみに、「医療費控除」と「高額療養費」とは別の制度です。「高
額療養費」とは健康保険における制度の1つで、医療機関や薬局
の窓口で支払った額が一定額を超えた場合に、その超えた金額
を支給する制度です。一方、「医療費控除」は税法上の制度で、税
金の負担を軽くするための材料の1つです。支払った医療費が戻
るものではありません。

所得が200万円未満の人とは？例えば
　医療費が10万円を超えると、税金を安くできるとよくいわれますが、
所得（収入－必要経費）が200万円未満であれば、医療費の支払額が10万
円未満でも医療費控除を受けることができる可能性があります。

　例えば、所得が160万円の場合、160万円×5％＝8万円を超えて支払っ
た医療費が医療費控除の対象となります。
※  「保険などで補てんされる金額」とは、健康保険の高額療養費や出産育児

一時金、生命保険の医療保険金などです。

所得が200万円未満の人の計算方法
28年中に支払った医療費

（保険などで補てんされる
金額（※）を差し引く）

所得
×5％- = 医療費

控除額

10万円以下でも医療費控除が受けられます1
？

住民税の特集号 平成29年（2017年）1月1日発行
ふるさと
納税って？

ところ と　　き
文化会館 1月25日㈬～27日㈮

大根公民館 1月30日㈪～31日㈫

本町公民館 2月 2 日㈭～ 3 日㈮
相談時間

午前9時半～正午、午後1時～3時半
定 員

各日、160人（当日先着順、午前8
時半から受付票を配布）
※受付時間内でも定員に達した場
合は 締め切らせていただきます。

※ 市主催の相談会については、
　広報はだの2月1日号に掲載します。

所
得
税
確
定
申
告
書

コ
ー
ナ
ー

ところ と　　き

平塚駅ビル
6階ラスカ
ホール

2月9日㈭ ～3月15
日㈬　※土・日を
除く。（2月19日㈰、
2月26日㈰は実施）

※申告書の作成・相談ができます

申告書入手方法
税務署から郵送。（送付対象者）
1月23日から市役所2階市民税
課で配布。1月上旬から国税庁
のホームページ（http://www.
nta.go.jp）の「確定申告書等作
成コーナー」でも作成できます。

　

ホ
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年
金
受
給
者
、
給
与
所
得
者
、
小
規
模
納
税
者

対  
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平
成
27
年
分
確
定
申
告
書
を
提
出
し
た
方
は
、
申
告
書

の
控
え
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
譲
渡
所
得
や
住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除
を
初
め
て
受
け
ら
れ
る
方
、
所
得
金
額
が
高

額
な
方
、
そ
の
他
内
容
が
複
雑
な
方
の
相
談
は
お
受
け
で

き
ま
せ
ん
。
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意
事
項 税

理
士
に
よ
る
無
料
申
告
相
談

市内
開催

ラ
ス
カ
ホ
ー
ル
で
申
告
書
作
成

税務署

　市役所では、本人確認を行いますので、申告書を提出する際には、申告されるご本人の本人確認書類の提示または写しの添付が必要です。
① マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードだけで、本人確認（番号確認と身元確認）が可能です。
② マイナンバーカードをお持ちでない方は、

※  郵送にて申告書を提出する場合は、①の写しまたは②（Ⓐ及びⒷ）の写しを添付してください。（①の写しを添付する際は、表面及び裏面の写しが
必要です。）　※ 確定申告書を提出される場合も、マイナンバーの記載が必要です。

※�市民税・県民税申告書を提出する際には、マイナンバー（個人番号）
の記載が必要となります。申告書にマイナンバーの記載が必要です

マイナンバーを確認できる書類
⃝通知カード　⃝住民票の写し又は住民票記載事項
証明書（マイナンバーの記載されているものに限る）
などのうちいずれか１つ

Ⓐ 番号確認書類

記載したマイナンバーの持ち主であることを確認できる書類
　　⃝運転免許証	 ⃝公的医療保険の被保険者証
　　⃝パスポート	 ⃝身体障害者手帳　などのうちいずれか１つ

Ⓑ 身元確認書類

＋

みなさんにお役立ち情報！ 10万円以下でも医療費控除が
受けられる？

マイナンバー

って必要？

ふるさと納税ワンストップ特例制度とは、確定申告を行わなくてもふるさと納税の
寄附金控除が受けられる制度です
　確定申告の不要な給与所得者等がふるさと納税を行う場合、確定申告を
行わなくても、ふるさと納税の寄附金控除を受けられる仕組みのことです。
特例の申請には、ふるさと納税先の自治体数が5団体以内で、ふるさと納
税を行う際に、ふるさと納税先の各自治体に特例の適用に関する申請書を
提出する必要があります。
　ふるさと納税ワンストップ特例の適用を受ける方は、所得税からの控除
は発生せず、ふるさと納税を行った翌年6月以降に支払う住民税の減額と
いう形で控除が行われます。
※ 5団体を超える自治体にふるさと納税を行った方や、確定申告を行う方が、ふ

るさと納税についての控除を受けるためには、これまで同様に確定申告をする
際に、寄附金控除の申告をする必要があります。

寄附先団体

住所地団体

申告特例
通知書

（ふるさと納税＋特例申請書の提出）
❶申告特例の求め

特例申請書

❸ふるさと納税をし
た翌年度分の個
人住民税の減額

❷申告特例通
知書の送付
（寄附金税額
控除額の控
除に関する事
項を記載した
書面の送付）

ふるさと
納税者（※）

ふるさと納税ワンストップ特例制度の仕組み

�ワンストップ特例制度を申請しても適用されない場合
⃝所得税の確定申告書もしくは住民税の申告書を提出したとき　⃝6団体以上にワンストップ特例の申請をしたとき
⃝寄附した翌年の1月1日の住所地が申請書に記載された市町村でなくなったにもかかわらず、変更の届出がされていないとき
⃝確定申告をする義務があるにもかかわらず、確定申告を行っていないとき

？
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